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特定非営利活動法人神奈川子ども未来ファンド定款 

第 1章 総則 

（名称） 

第１条 この法人は、特定非営利活動法人神奈川子ども未来ファンドと称する。 

（事務所） 

第２条 この法人は、横浜市中区に主たる事務所を置く。 

（目的） 

第３条 この法人は、個人・企業・団体等から多様な寄付を募り、子ども・若者・子育て

に関わる人を支える民間非営利組織の財政基盤の確立を目指した助成支援を行うとともに、

そうした活動に理解と共感を広げるための取り組みを行う。個人・企業・団体等の思いを

つなぎ、子どもたちが生きていることに誇りと喜びをもてる地域社会を創ることを目的と

する。 

（特定非営利活動の種類） 

第４条 この法人は、第 3条の目的を達成するために、主として特定非営利活動促進法（以

下「法」という）第 2 条別表２に掲げる子どもの健全育成を図る活動及び特定非営利活動

を行う団体の運営または活動に関する連絡、助言、又は援助の活動を行う。 

(特定非営利活動に関わる事業) 

第５条 この法人は、第 3 条の目的を達成するために、次の特定非営利活動に関わる事業

を行う。 

（１） 個人や企業・団体からの寄付金品等を募るための寄付プログラムの開発と普及 

（２） 個人や企業・団体からの寄付金品等及び財団からの助成金をもとにした、子ども・

若者・子育てに関わる人を支える民間非営利組織の運営費に関わる助成または子ど

も・若者・子育てに関わる人を支える民間非営利組織の事業費に関わる助成 

（３） 前号の助成の対象となる団体等（以下、「助成対象団体等」という）に対する技術的

支援 

（４）子ども・若者と子育てに関する分野の調査研究と政策提言 

（５）子ども・若者と子育てを支えるための普及啓発 

（６）第 3条の目的を達成するために必要な事業 

 

第２章 社員 

（社員） 

第６条 社員は、第３条に定めるこの法人の目的に賛同し、かつ第 5 条に定める活動及び

事業に参画するために入会した個人とする。 

（入会） 

第７条 社員として入会する者は、別に定める入会申請書を理事長に提出するものとする。 
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２  理事長は、前項の社員として入会を申し込む者が、第 3 条に定めるこの法人の目的

に賛同し、かつ第５条に定める活動及び事業に参画できるものと認めるときは、正当な理

由のない限り入会を認めなければならない。 

（会費） 

第８条 社員は、総会の議決を経て別に定める会費を毎年納入しなければならない。 

２  年会費の額は、総会で定める 

（退会） 

第９条 社員で退会しようとする者は、別に定める退会届を理事長に提出し、任意に退会

することができる。 

２  社員は、次の各号のいずれかに該当するに至ったときには、理事会の議決を経て退

会したものとみなすことができる。 

（１） 死亡または失踪宣告を受けたとき 

（２） 破産宣告を受けたとき 

（３）会費を２年にわたって納入しないとき 

（除名） 

第 10条 社員が次の各号のいずれかに該当するときには、当該社員に事前に弁明の機会を

与えた上で、総会において社員総数の４分の３以上の同意を経て、当該社員を除名するこ

とができる。 

（１） この法人の名誉を著しく傷つけるか、またはこの法人の目的に反する行為をしたと

き 

（２） この法人の定款または規定に違反したとき 

（拠出金品の不返還） 

第 11条 既納の会費その他拠出金品は、その理由の如何を問わず返還しない。 

 

第 3章 役員 

（種別及び定数） 

第 12条 この法人に、次の役員を置く。 

（１） 理事 7名以上 12名以内 

（２） 監事 1名以上 2名以内 

２  理事のうち、1名を理事長とし、必要なときに理事会の議決を経て 2名以内の副理事

長を置くことができる 

（専門支援委員） 

第 12 条の２ 理事長は、専門領域の意見を聴くため、専門支援委員を委嘱し諮問すること

ができる。 

（選任等） 

第 13条 役員は、社員の中から総会の議決により選任する。 
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２ 理事長及び副理事長は理事会において互選する。 

３ 監事は、理事またはこの法人の職員を兼ねることはできない。 

（職務） 

第 14条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総括する。 

２  副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるときまたは理事長が欠けたとき

には、理事長のあらかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。 

３  理事は、理事会を構成し、この定款の定め、及び総会または理事会の議決に基づい

て、この法人の業務を執行する。 

４  監事は、次に掲げる業務を行う。 

（１） 理事の業務執行の状況を監査すること 

（２）この法人の財産の状況を監査すること 

（３）理事の業務執行またはこの法人の財産の状況について、不正の行為または法令もし

くはこの定款に違反する重大な事実があることを発見したときには、これを総会ま

たは所轄庁に報告すること 

（４）前号の報告をするために必要があるときには、総会を招集すること 

（５）理事の業務執行の状況またはこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べる

こと 

（任期） 

第 15条 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。 

２  欠員の補充または増員により選任された役員の任期は、前任者または他の現任者の

残存期間とする。 

３  役員は、辞任または任期満了の場合においても、後任者が就任するまで、なおその

職務を行う。 

（解任） 

第 16条 役員が次の各号のいずれかに該当するときには、当該役員に事前に弁明の機会を

与えた上で、総会の議決を経て当該役員を解任することができる。 

（１） 職務の執行に堪えないと認められるとき 

（２）職務上の義務違反、その他役員としてふさわしくない行為があると認められるとき 

（報酬） 

第 17条 役員は、役員総数の３分の１以内の範囲で報酬を受け取ることができる。 

２  役員の報酬の額は、総会の議決を経て定める。 

３  役員には、費用を弁償することができる。 

 

第４章 会議 

（種別） 

第 18条 会議は、総会及び理事会とする。 
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２  総会は、通常総会及び臨時総会とする。 

（総会の構成） 

第 19条 総会は、社員をもって構成する。 

（総会の機能） 

第20条  総会は、この定款に定めるもののほか、次の事項を議決する。 

（１） 事業計画及び収支予算 

（２） 事業報告及び収支決算 

（３）その他運営に関する重要な事項 

（総会の開催） 

第 21条 通常総会は、毎年 1回事業年度終了後 2カ月以内に開催する。 

２  臨時総会は、次の各号のいずれかに該当するときに開催する。 

（１）理事会が必要と認めたとき 

（２）社員総数の 5分の 1以上から会議の目的たる事項を示して請求があったとき 

（３）監事が招集したとき 

（総会の招集） 

第 22条 総会は、前条第 2項第 3号の規定により監事が招集する場合を除き、理事長が招

集する。 

２  総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した通知を、

少なくとも開催日の 7日前までに通知しなければならない。 

（総会の定足数） 

第 23条 総会は、社員総数の過半数の出席をもって成立する。 

（総会の議長） 

第 24条 総会の議長は、理事長または理事長の指名する理事がこれに当たる。ただし、第

21 条第 2 項第２号及び第 3 号の規定により臨時総会を開催したときには、出席した社員の

うちから議長を選出する。 

（総会の議決等） 

第 25条 総会の議事は、この定款に定めるもののほか、出席した社員の過半数をもって決

し、可否同数のときは議長の決するときによる。 

２  総会における社員の表決権は、会費の口数にかかわらず１社員 1票とする。 

３  総会の議決について特別の利害関係を有する社員は、その議事の議決に加わること

はできない。 

（総会の書面表決等） 

第 26条 総会に出席しない社員は、あらかじめ通知された事項について、書面をもって表

決し、または出席する社員を代理人として表決を委任することができる。 

２  前項の場合において、書面をもって表決し、または出席する社員を代理人として表

決を委任した社員は、第 23条及び第 25条の規定の適用については出席したものとみなす。 
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（総会の議事録） 

第 27条 総会の議長は、総会の議事について議事録を作成し、これを保存しなければなら

ない。 

２  議事録には、議長及び出席した社員のうちその会議において選任された議事録署名

人 2名以上が署名または記名押印する。 

（理事会の構成） 

第 28条 理事会は、理事をもって構成する。 

（理事会の機能） 

第 29条 理事会は、この定款に定めるもののほか、次の事項を議決する。 

（１） 総会に付議すべき事項 

（２） 総会の議決した事項の執行に関する事項 

（３）その他この法人の業務の執行に関する事項 

（理事会の開催） 

第 30条 理事会は、年 2回以上必要なときに開催する。 

（理事会の招集） 

第 31条 理事会は、理事長が招集する。 

２  理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した通知を、

少なくとも開催日の７日前までに通知しなければならない。 

（理事会の定足数） 

第 32条 理事会は、理事総数の過半数の出席をもって成立する。 

（理事会の議長） 

第 33条 理事会の議長は、理事長または理事長の指名する理事がこれに当たる。 

（理事会の議決） 

第 34条 理事会の議事は、この定款に定めるもののほか、出席した理事の過半数をもって

決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

（理事長の書面表決等） 

第 35条 理事会に出席しない理事は、あらかじめ通知された事項について、書面をもって

表決し、または出席する理事を代理人として表決を委任することができる。 

２  前項の場合において、書面をもって表決し、または出席する理事を代理人として表

決を委任した理事は、第 32条及び第 34条の規定の適用については出席したものとみなす。 

（理事会の議事録） 

第 36条 理事会の議長は、理事会の議事について議事録を作成し、これを保存しなければ

ならない。 

２  議事録には、議長及び出席した理事のうちその会議において選任された議事録署名

人 2名以上が署名または記名押印する。 
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第５章 助成対象団体の選考等 

（選考委員会の設置） 

第 37条 この法人は第５条第２号の助成に関わる事業を実施するために選考委員会を設置

する。 

２．選考委員会の設置に関する規定は、理事会の議決を経て、別に定める。 

（助成対象団体） 

第 38条 助成対象団体は、選考委員会が推薦し、理事会の議決を経て決定する。 

２．助成対象団体の選考基準は、選考委員会が定める。 

 

第６章 事務局 

（設置及び職員の任免） 

第 39条 この法人に事務局を置く。 

２  事務局は、事務局長 1名及び職員若干名を置くことができる。 

３  事務局長及び職員は、理事長が任免する。 

（組織及び運営） 

第 40条 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て理事長が別に定

める。 

 

第７章 資産及び会計 

（資産の構成） 

第 41条この法人の資産は、次の各号をもって構成する。 

（１） 設立当初の財産目録に記載された資産 

（２） 会費 

（３） 寄付金品 

（４） 事業に伴う収入 

（５） 財産から生じる収入 

（６）その他の収入 

（資産の管理） 

第 42条 この法人の資産は理事長が管理し、その方法は理事会の議決による。 

（経費の支弁） 

第 43条 この法人の経費は、資産をもって支弁する。 

（事業年度） 

第 44条 この法人の事業年度は、毎年４月 1日に始まり、翌年３月 31日に終わる。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第 45 条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算に関する書類は、理事長が作成し、
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通常総会の議決を経なければならない。 

２  この法人の通常総会の議決を経るまでの暫定の事業計画及び収支予算は、前項の規

定にかかわらず、毎事業年度開始前に理事会の議決を経なければならない。 

３  第 1 項に規定した総会の議決を経た事業計画書及び収支予算書の変更は、理事会の

議決を経て行うことができる。ただし、変更された内容に関して、理事会はその後最初に

開催する総会に報告しなければならない。 

（事業報告及び収支決算） 

第 46 条 この法人の事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書に関する書類は、

理事長が事業年度終了後に遅滞なくこれを作成し、監事の監査を経た上、当該事業年度終

了後の通常総会で承認を得なければならない。 

 

第８章 定款変更 

（定款の変更） 

第 47 条 この定款は、法第 25 条第 3 項に規定する軽微な事項に係わる定款の変更を除い

て、総会において出席した社員の 4 分の 3 以上の議決を経、かつ所轄庁の認証を得なけれ

ば変更することができない。 

 

第９章 解散及び合併 

（解散） 

第 48条 この法人は、次に掲げる事由によって解散する。 

（１） 総会の議決 

（２） 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能 

（３） 社員の欠亡 

（４） 合併 

（５） 破産 

（６） 所轄庁による設立の認証の取消 

２  前項第 1 号の規定に基づいて解散するときは、総会において社員総数の 4 分の３以

上の議決による。 

３  第 1 項第 2 号の規定に基づいて解散するときは、所轄庁の認定を受けなければなら

ない。 

（残余財産の帰属先） 

第 49条 この法人が解散（合併又は破産による解散を除く）したときに有する財産は、こ

の法人と同種の目的を有する、特定非営利活動法人、社団法人または財団法人に帰属       

するものとする。その帰属先は、総会において決する。 

 

（合併） 
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第 50条 この法人と他の特定非営利活動法人との合併は、総会において社員総数の 4分の

３以上の議決を経、かつ所轄庁の認証を得なければならない。 

 

 

第 10章 公告 

（公告）  

第 51 条 この法人の公告は、神奈川新聞に掲載して行う。ただし、法第 28 条の第 1 項に

規定する貸借対照表の公告については、内閣府 NPO 法人ポータルサイト（法人入力情報）

に掲載して行う。 

第 11章 雑則 

（委任） 

第 52条 この定款の実施について必要な事項は、理事会の議決を経て別に定める。 

 

附則 

１ この定款は、所轄庁の認証を経て設立登記した日（以下「設立日」という）から施行

する。 

２ この法人の設立当初の会費は、第 8条の規定にかかわらず、法人設立総会で定める。 

３ この法人の設立当初の役員及び役職は、第 13条第 1項及び第 2項の規定にかかわらず、

次に掲げる者とする。 

  理事長  西野博之 

  副理事長 原美紀 

  理事   石川あや（職業上の呼称 川崎あや） 

  理事   奥山千鶴子 

理事   金森京子 

  理事   久住剛 

  理事   西潟純一 

  理事   武藤啓司 

  理事   綿引幸代 

監事   櫻井陽子 

  監事   喜多明人 

４ この法人の設立当初の役員の任期は、第 15条第 1項の規定にかかわらず、設立日から

2004年 5月 31日までとする。 

５ この法人の設立年度の事業計画及び収支予算は、第 20条第 1項第 1号及び第 46条第 1

項の規定にかかわらず、法人設立総会において決定する。 

６ この法人の設立当初の事業年度は、第 45 条の規定にかかわらず、設立日から 2004 年

３月 31日までとする。 
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附則 

この定款は、2004年９月 15日から施行する。 

附則 

この定款は、2016年５月 27日から施行する。 

附則 

この定款は、2018年５月 30日から施行する。 

附則 

この定款は、2019年 12月 19日から施行する。 

 



法人名：

　 　 年 3 月 31 　 　 　

1.

2.

1.

2.

棚卸資産 532,306

特定非営利活動法人神奈川子ども未来ファンド

貸借対照表
　 令和3 日現在 　

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

未収金 607,771

流動資産
現預金 16,892,558

流動資産合計 18,032,635
固定資産
（1）有形固定資産

0
有形固定資産計 0

（2）無形固定資産
0

無形固定資産計 0
（3）投資その他の資産

敷金 215,943
投資その他の資産計 215,943

固定資産合計 215,943
資産合計 18,248,578

Ⅱ 負債の部
流動負債
未払金 530,280

未払法人税等 74,500
流動負債合計 6,791,654
固定負債
長期借入金 0
固定負債合計 0

負債合計 6,791,654

当期正味財産増減額 1,586,554
正味財産合計 11,456,924
負債及び正味財産合計 18,248,578

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 9,870,370

前受金 6,104,449
預り金 82,425



法人名：

年 4 月 1 日 ～ 年 3 月 31 日

1.

2.

3.

4.

5.

1.

雑費

2.

＜第２号議案＞

法人会員会費 510,000

支払報酬
支払手数料
支払助成金

管理費

給料手当
（1）人件費

賃借料
保険料
リース料
租税公課
広報活動費

旅費交通費
車両費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃

126,572
7,893,231

42,431

2,886
0

668,679
679,272
73,581

831,381
262,860

200
25,188
27,500

10,750
0

飲料販売 4,100
その他グッズ 4,200

0

売上原価
業務委託費
諸謝金
印刷製本費
会議費

ピンクシャツデーグッズ 2,016,000

入会金 4,000 1,091,000

事業収益
受取負担金 5,234,000 13,226,021

(単位：円)

科　　目

2,264,970

準会員受取会費

資産受贈益 561,888 6,998,015

特定非営利活動法人神奈川子ども未来ファンド

活動計算書
令和2 令和3 まで

金　　額
Ⅰ 経常収益

390,000
72,000

子ども応援受取会費 115,000

受取会費

その他収益 149,919 2,174,219

正会員受取会費

受取寄付金

雑収益 97,050 97,138

その他収益
受取利息 88

　　経常収益計 23,586,393
Ⅱ 経常費用

事業費
（1）人件費

（2）その他経費

給料手当 4,771,790

通勤費 494,276

390,495

事業費計 20,838,947
その他経費計 14,879,958

受取寄付金 6,436,127

法定福利費 692,923

受取助成金 7,992,021

380,000
536,338

5,958,989

1,054,119

受取助成金等

人件費計



 
 
 

 

4,470雑費

8,730
4,350

110,000
67,455支払手数料

124,742

119,419
16,640
5,000

支払報酬
租税公課

地代家賃
賃借料
諸会費
保険料

通信運搬費
消耗品費
水道光熱費

法定福利費

1,086,392

0
0

1,586,554
法人税・住民税および事業税

その他経費計 552,227
管理費計

74,500

9,870,370
次期繰越正味財産額 11,456,924

　　経常費用計

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

21,925,339

80,918

10,503

92,169

旅費交通費

（2）その他経費
会議費

通勤費
福利厚生費 7,169

44,332

税引前当期正味財産増減額 1,661,054

人件費計 534,165


